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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・熊谷　樹里様～体温は38℃台で経過。朝食は不食し、昼食は数口のみ摂取。腹部の疼痛、嘔気、下痢の訴えあり。急性胃腸炎の疑いのため、セフジトレンピボキシル（100）3T、ミヤBM　3P毎食後5日分処方となる。また、クロザピン内服中であり、心筋炎の可能性があり心電図検査の指示あり施行する。馬渡Dr診察し明らかな心筋炎や心膜炎の所見はない。引き続き、食事や水分の摂取量の観察、身体症状の変化の観察を行っていく。

・瀬川　高雄様～不穏時、頭痛時の頓服薬の残数が少ないため、リスペリドン内用液1P不穏時5回分、ロクソプロフェンNa（60）1T頭痛時5回分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。10：00～11：00、15：00～16：00の開放観察実施中。歩行時のふらつきあり、自室で過ごす事多い。私物要求の多さはあるが、口調の強さはない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離継続中。ドア蹴りやドア叩きはない。自室内を歩いているが奇声を発することはない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・藤井　崇史様～終日隔離中。声高さはなく、対応は穏やか。飲水要求はあるが、過度となる事はない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・上村　節子様～昨日の準夜帯20：40、23：30に不穏時、21：30に不眠時の頓服薬を服用するが、浅眠で経過。疎通はとれ、食事は一部介助で全量摂取している。点滴はライントラブルなく終了する。
・宮崎　榮子様～昨日は1：00に覚醒し、1：40に不眠時の頓服薬を服用する。3：00には再入眠出来ている。飲水要求の多さあり、落ち着きのない様子みられる。
・田村　真紀子様～夜間は良眠で経過している。不満等を書いたメモ書きをスタッフに渡す行為あり。落ち着きのない様子見られている。
・力石　秀様～本日介助にてシャワー浴実施する。介入に拒否や抵抗はなく、指示動作もある程度でき協力的。
・長谷川　恵子様～経鼻経管栄養チューブを気にする様子や自己抜去はない。的外れな発
言はあるが、不穏さはない。
・泉山　紀子様～朝夕で1日2回の体重測定を行っている。体重の変動があるため、飲水状況の観察を行っていく。
＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞
・田村　真紀子様～臨時薬同内容で5/5から７日分処方となる。
・新堂　寿子様～退院時処方については5/8に安ヶ平Drが処方予定。（定期薬が5/15まで処方になっているので、5/8で終了し5/9から退院時処方に切り替え5/19までの11日分）

